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緒 言

901年R.Kochガ 結 核菌 ノ人型、牛型雨菌型 討 シタ如 ク、牛乳及 ビ其 製品 ガ吾 々 ノ榮養品 ニ

ノ生物學卵愛種 トシテ ノ特徴 ヲ嚢 表 シテ以來・ 供 セ ラレルニ至 リシ歴史未 グ淺 キ爲 デモア ラウ

跳牛結核 ト人結核 トノ聯 關ハ學者 ノ注 目a牽 ク カ、 將亦、乳牛輸 入後夙 二早 ク牛結核i封策 ガ講

二至 ツタ｡即 チ英國 ノRoyalCommissionofゼ ラ レシ爲 デモ アラウカ、北里以束多嶽 ノ學者

Vuberculosis(1907-1911>(6}ラ 甫 メ トシテ、 牛!調 査成績 カラ推 シテ本邦 二於 テノ・人結核 ・…於

糺及 ビ其加工品 ヲ多量 二 日常囁 取 スル歓米 各國 ケル牛型菌 ノ役割 ハ極 メテ低 イコトハ確 ヵデ ァ

=テ ハ人結核 ニ於 ケルレ牛型 菌感 染卒 テ検討 セ シ ル｡(3>(4}

吉果 、英國、北欧諸圃 ニテハ意外 二高傘 二牛型,乍 併斯 ル調査 ノ反面、其 ル基準 タルベ キ人型牛

霜ノ感染 ノ存 在スル コ トガ明確 ニナツタ｡是 二 型雨菌型鑑別法 ノ不完全 ナル ゴ ドモ指摘 セ ラレ

支シ吾邦 二於 テ ハ著者等 ノー人植 田(3,モ嘗 テ検 ナケ レバ ナ ラヌ｡即 チ人型、牛型 ノ鑑別乃至偶
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定 ト云 フづ トへ 富初 考ヘ ラ レタ程容 易 ノ業 デ

ナ ク、爾型 ノ申間性歌 ヲ具備 セル菌株 モ報告 セ

ラ レテ居ル今 日、如何 ナル鑑別法 ガ最 モ信頼 ヲ

置 キカル カヲ決 定 スル ノガ先決 問題 デ アル.

而 シテ培 養上 人型菌 ハeugonisch,91ycerin-

ophi1,牛 型 菌ハdysgonisch,aglycerinophilノ

特徴 ガ康 ク用 ヒラレテ居 ルガ、時 ニハ人型菌 ニ

シテdysgonischノ 嚢 育 ヲ示 ス菌株 モ報告 セラ

レテヰル カ ラ、是 ノ ミヲ以テ鑑別 ノ基準 トスル

葎 ニノ・ユ カヌ.乍 併家兎接種 二依ル鑑別法 ノ・最

モ信頼 セラ レ、皮 下接種法(A.S.Griffith(5}〉 、

静脈 内接種法(W.H.Parka.Ch.Krumw-

iede(9))、腹 腔 内接種方法(L.Cobbett{7}肋 膜 腔

内接種法(A.BoquetetR.Laportel11波 内 四肢

接種法(戸 田(1｡))、前 眼房 内接種方法(Schieku｡

Krusius,{9}占 部 及 ビ倉 田/19))、謄 内接種法(Bert-

rand,BabletetBl㏄h{12))、 畷 膜 下(後 頭下)接 種

注(BoquetetBroca(i3))、 畢 丸 内接種法(植 田 〔2)〉

等 ガアル｡何 レ モ其 ノ鋭 敏度 、観察期 間 ノ長

ま

短、手技上 ノ難 易 ノ貼 デー長一・短 アリ、苔 々 ト

シテ モ其 ノ取捨選揮 二迷 フ程 デアル｡最 近J.

W.Blacklockハeugonischノ 畿 育 ヲ示 シタ25

株 ノ小見結核 材料 ヨ リノ分 離菌株 一,sParka｡

Krumwiedes從 ヒ家 兎艀賑 内接種 二依 リ毒力

ラ検 シタルニ牛型菌 ト紛 シイ強毒 人型菌5株 ノ

存 在 セルコ トヲ報 告 シタ、從 ツテ動物試験 ニ ョ

ル菌型鑑 別 ノ目標 モ斯 ル中間毒 力 ノ菌株 二向 ヶ

ラルベ キノ・當然 デァ リ、換言 セバ弱毒 牛型菌 ト

強番 人型 菌 トノ聞二明確 ナル限界 ヲ立 テルニ ァ

71レo

弦二於 テ余等ノ・多撒 ノ人 ノ結核性材料 ヨ、リ分離

セル菌株二就 イテ先 ヅ家兎静脈内接種法 ラ實施

シ、牛型菌 ト紛 シイ毒力 ヲ示 ス人型菌ヲ索 メ、

是等 ノ人型菌拉 ビニ弱毒牛型菌二封 シテ上記畷

内法、購膜下法、皮内四肢法、睾丸法 ガ果 シテ

幾何 ノ鑑別診断的償値 ヲ有 スルカヲ比較検討 シ

タ｡

・ 第一章 供試人型菌株 ノー一般的培養性朕

先ヅ余等ハ塗抹染色標本ニテ結核菌陽性 ノ人結 核材料ヲ選ビ分離培養ヲ實施シ匁

第一節 病原材料及ビ分離培養法

病 原 材料

a)喀 疾;85例 早 朝起床 時 ノ新鮮 ナル喀疾 ヲ

供 試、分離前塵 置ハ5%硫 酸法、分離培

養基 ノ・3%Glycerin加 及 ビGlycerin不

加Petragnani氏 培 地 ヲ各例 ニ ツキ夫 々

3本 宛使用 シ、37℃ 二培養、約2月 二亙

リ観察 シタe爾i驚 イざノ、1月 ∠苺二!tsツ タ｡

b)骨 、關節結核 材料:4例 、淋 巴腺(頸 部):

9例 、 副睾 丸;2例 、

材料 ハ執 レモ摘 崩後颪 チニ 減薗食験 水二

第 二節

先 ヅ余等 ハ喀淡 ヨリ85株 、頸腺 ヨリ9株 、骨、關

節材料 ヨ リ4株 、尿 ヨリ3株 、副睾 丸 ヨリ2株 、

合計103株 ヲ分離培養 シタc今 是等 ノ菌採 ヲ其

登育 ノ形式蚊 二週速、 グリセリ}嗜 好性 ヨリ分

'tテ洗繰
、滅菌乳 鉢中 一r一テ5%硫 酸 滴下、

海 砂 テ加へ充分磨砥 約10分 間 静置、上

層液 ヲ遠心 シ、沈渣 テ塗擦培養 シタ｡

c)尿;3例 、約10ccテ 湛 心、沈渣 二5%硫

酸 テ5倍 量 二 加へ 再遠心 シ沈渣 一?培養

シタ.

上記材料 ヲ御分護下 サレシ本學附扇督院内科隔離病

舎醤員各位、 外科三輪(寛)學 士、 泌尿器科井上〔五)

教授及 ピ當時字多野療養所在任内藤禰士二深甚 ノ謝

意ヲ表ス｡

分離菌株ノー般的培養性状

類 セバ第1表 ノ如 クデ アル｡

分 離 初代 ハ敦 レモ菌 聚落 出現 ハGlycerin加 塔

地 ニ テ1月 以 内デ アリ、人型薗 二特有 ノeugon-

isch,glycerin嗜 好 牲 ノ褒育 ヲ示 セルモ ノガ大
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第1表 分離初代 ノー般 的培養性欺

鮪 形 式レ リー ン嗜 好 性隔 醐 劃 備 考

'グ リセ リン加 培地 二 早 クi

且 旺 盛 二獲 育

1

81株27株153株

;

1

eugO駐isch 縢 診磯 簸 暑7榔i7株
ノ・グ リセ リン加 培地 二旺1

盛1・ ・

}
1
集落ハ線テ
不透明乾燥

貿 葵蕎 リン不加馳 ニノ ・
}}

卜 乳歌化 ン難 イ

笹 蕊 豊藷 馳 二早ク1・株
!1株 1
8株1株

dysgo籔i§ch

o

,グ リセ リン不加培地二早{
ク登育 ンクガ其後 ノ登育5株}

藍グ則 ン加馳 ニ旺i

グリ匂 ン不加馳 一ノ1

3株 2株

i

!

拶

、 ミ鮪 ・o{ 1 夢

部分テ占メテ居ルカ、非定型的培養性黙 テ示 ス 養性歌 ヲ持 ヅ事ノ・頷 ケル｡乍 併是等菌株 モ次代

モ ノモ少撒 アツタガ、是等 ノ菌株 モ聚落ハ不透 ニテノ・何 レモ全 ク人型菌 トシテノ培養性歌ラ呈

明且乾燥 シ乳舞犬化 シ難 イ黙 カラ典型的ナ牛型菌 シ來 ツタ｡部 チ乳白色 ノ色調モ淡黄色二痩 ジ、

轟類 スルモノトハ云 ヒ得ナイガ、梢 支紛 シイ培 旺盛ナ檜殖 テ見 タ｡

第三 節 本章 ノ小括
ゆ

余等 ノ分離 セル103株 ノ・培 養第 二代迄 ニノ・既 ニ ヲ以 テ人型、牛菌結核菌 ノ鑑別 テナ スコ トノ稽

糖 テ培養上人型菌 ナル事 力略 く判別 出來 タガ、 く困難 ナルコ トテ示 シテヰル｡從 ツテ分 離培養

分離培養初代 二・テノ・約 コんノ非典型的性駄 テ呈 ス 初代 ノ ミナ ラズ、少 ク トモ次代 ノ培養性欺 モ亦

ル菌株 ガアツタ｡斯 ノ如 ク分離 初代 ニテ紛 シイ 併 セ考察 スベ キデアル｡

性歌 ラ示 ス菌株 ノ存在 スル コ トノ・培 養性歌 ノミ

第 二 章

前記 ノ如 ク シテ分離 セル103株 中 、特 二旺盛 ナ

登育 ヲ示 シタ51株 テ選 ビ、Parka.Krumwie一

薄賑内接種ニ依リ家兎二著明ナ病原性ヲ示ス人型結核菌ノ存在

'第 一 節

接種 菌株ハ大部分 ノ・分離初代4週 間培 養 で アル

ガ、極少数 ノモ ノノミ2乃 至3代 ノモ ノヲ接種

シタ｡菌 液 ノ・Petragnani培 地 上 ヨリ注意 シテ

菌塊 テ取 リ10mg秤 量 、減菌乳鉢 中sテ 滅菌食

盛水 ヲ滴下 シツツ充分 潰磨均質化 シ、1mglcc

浮 游 液 トシ タ｡以下順次稀繹 シテ1cc中0.01mg

第 二 節

Parka.Krumwiede・ …從 ヒPetragnani培 地

二培 養 シタ51菌 株 ラ0.01mg宛 家 兎静脈 内ニ
ノ

de二 從 ヒ0・01mg譲 減 熟家 兎2頭 ノ静脈 内二接

種 シ毒力 テ検定 シタ｡

實験 方法

テ含有 スル如 キ菌液 テ作 リ、2kg前 後 ノ健康家

兎2頭 ノ耳静脈杓二接種 シタ｡

接種後毎週禮重 テ計測 シ、飼育中艶死 セルモノ

ハ直チニ剖検 シ、生存 セルモノハ2月 後撲殺 シ

子剖検 シ、内臓 ノ肉眼的攣化 テ観察 シタ｡

實 験成績

接種 シタ際 ノ盟重 ノ縄過拉二発死、撲殺時 ノ剖

検所見ヲ併セ第2表 二示 シタ｡.
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弩

菌 株

森 川 咳)

西 川(疲)

濱 田(疾)

第2表 静脈内接種二依 り家兎二著明ナ病原性 ヲ示ス人型結核菌 ノ存在
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1
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10マ ・000⊥ 塑 」
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辻 井(疾)

業 木(疾)

武 間(骨)

角 江(尿)

山 崎(疲)

寺 本(疾)
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清 水(疾)
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、
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藤 田(疾)

内 藤(疾)

中 谷(腺)

一

岡 村(腺)

清 水(欽)(
疾)

米.田(疾)

西 村(疲)

谷 川(疾)
鋤 一

平 田(疾)
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伽

南 村 く疾) 2
85 2,330 1,890 56殺;十 十

卜

i一
}_

≒=
夢一

_嶺

86 2,330 1,900 56殺1柵

{柵

一 十

一

十

中 條(疲) 2
87 2,250 1,590

ξ

52弊}++ 一 一

88 2,200 1,500 69殺1柵 一 一 一 一

栗 田(疲) 1
89 2,250 1,780 19弊 「 一 轡

皿

一 一 一 醐

90 2,150 1,630 42輻+ 一 一 一 一

清 田(疾) ～
91 2,490

㎜

1,980 51殺1柵i一 欄 一 十

92 2,340
昭丁

2,200 4難i-1一 一 一 一

辻 田(疲) 1
93 2,450 2,345

1-

61殺 一 一 柵 十

94 2,145

}」 什 」
2.・2・6・ 殺{帯 … 一;一 十 十

平 井(疲) 1
95 2,345 ・・7・・51弊 嘱 に 一i一 一 一

96 2,255 、.6｡｡i6、 殺{卦 ・_一
「

一 一 糊

山 田(疲) 1
97 2,210 1,780

ii

65殺;柵i-

i

i一 一 十

98 2,290 1,650 65殺 鼎i一
§

一 十

中 沖(疾) 1
99 2♪180 L500 59弊 惜i一

一

1_
一

_ 十

100 2,150 1,310 蠣 柵}_i一 一 の縣

上 田 蕨) 21
101 2,310 1,540

脳_一 一

61殺1十 卜
河一 一 一 十

;102 2.｡8｡i、｡41｡

響

61殺i++
i

-1一 一 十

(註)｡(柵)肺 ノ融合セル乾酪結節、(甘)散 在セル疵状乾酪結節、(十)5個 以下 ノ疵状結節及ビ米粒、粟粒

結節其 ノ他 ノ内臓ニテ結節籔1個(十)、 結節歎2個(甘)、 結節藪3個 以上(柵)

第2表 ヨリ明カナル如 ク接種家兎2頭 共二肺臓

二著 シイ融合乃至多少疵黙 ノ結節形成 ガ見 ラ

レ、而 モ腎臓ニモ結節形成 テ認 メタ菌株ノ・

森川、荒木、河村、小西、仲居、門尾、藤井、

松田、谷川、辻井、辻田 ノ11株 デアルe

叉家兎2頭 申1頭 二上記 ノ如 キ著者ナ病原姓 テ

示 シタ菌株ハ濱田、米田、田淵、粕谷 ノ4株 デ

ア ル｡

但 シ後者 ノ如キ場合ハ家兎 ノ個性差 ラ考慮二入

レルナラバ、是等 ノ菌株 ヲ強毒牲 デアル ト見徹

スニハ稽 ≧困難 ガアル檬二考ヘル｡是 二反 シ前

者 ノ如.ク家 兎2頭 共 二強キ病原牲 テ思ハ シメル

結節形成 ヲ認 メタ場合ニテモ肺臓 二於 ケル結節

ハ牛型菌二於テー般二認メラレル境界不明ナ禰

蔓性結節 トハ異 リ人型菌二認メラレル如キ境界

明瞭ニ シテ周邊部ハ肉芽形成 ヲ思ハシメル如キ
　

堤 防黙隆起 ヲ示 ス結節 デアツタ｡又 腎臓 二於 ケ

ル結節 モ多少人型菌 ノ強毒 ナルモ ノテ思 ノ・シム

ル程度 ノ境 界明瞭 ナ小結笛 デアツタ｡加 フルニ

縮 テ ノ家 兎ニ テ肝臓 、脾臓 二肉眼的 二認 メウル

結 節形成 ラ示 サナ カツ タコ トモ上記接種菌株 ガ

典型的 ナ牛型菌 二梢 ≧遠 イモ ノデアル事 ハ明 力

ア ア ルo

Parka一Krumwiedeモ 記 載 セル如 ク静賑 内接

種法 ノ・全 身攣化像 ニ ヨリテ、人型、牛型結核菌

ノ毒力 ラ測定 スル ノデアル｡即 チ牛型菌 ハ進行

性、汎登牲 ノ結核 デ惹起 スルニ反 シ、人型菌ハ

治癒傾 向 アル限局性 ノ結節 ヲ來 シ、肺臓 ノ表面

二撒個 ノ結節 ヲ作 ルニ 止マル ト云 フ｡然 シ或 ル

場 合ニハ人型菌 ニ テモ病攣 ガ梢 曵進行性 テ示 シ

弱毒牛型 菌 ト紛 ノ・シイ病像 ヲ示 ス菌株 ノ存在 ス

ル コ トテ 認 メテヰル｡斯 ク ミル時 ハ上記11株

ノ・人型菌 トシテノ・比較的強毒 性 デ アル｡上 述 セ

ル如 クJ.W.Blacklockノ ・斯 ル強毒性 人型菌

ト考ヘ ラレル菌株 ニ就 テ更 二皮下接 種 ヲ行 ツテ

吟味 シテ 牛ル｡叉 、J.v.Vasゑrhelyri(1940)ハ

結 核性磯脊髄 液 ヨリ得 タル菌株 二家 兎静脈 内接

種 ノ外 二、海猿腹膣 内接種 ヲ併用 シテ菌型 ヲ検

討 シ牛型菌 壌 見 セル ヲ報 ジテヰル｡

斯 クテ余等 モ亦、 上記11菌 株 テ以 テ 從來間 々

ナサ レタル ガ如 ク直 チニ之 テ牛 型菌 ト断 定 スル

遣 リ方 ニ ハ満 足 スル コ トノ・出束 ナイ｡即 チ余等

ハ次章 二示 痂 ク4種 ノ鑑別接種法 ラ實施 シ其

然 ルヤ否ヤヲ検討 シタ、
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第三節 本章ノ小括

嚢二旺盛ナル費育テ示 シタ新分離菌株チ分離初

代叉ハ極少藪2乃 至3代 ニテ家 兎静脈内接種 ラ

ナ シテ家兎2頭 共 二高度 ノ病墜テ起 シタルモノ

11菌 株 テ得、 ソ ノ剖検所見 ヨリ人型、牛型結

核灘 捌 ノ困難 ナル テ知 リ、吏 二…欠 ノ諸種鑑 別

法 二依 ツテ詳細吟味 シタ.

第三章 上記ノ如ク家兎ニ封シ著明ナ病原性ヲ示ス人型菌ノ

各種鑑別接種法二於ケル態度

上記 ノ如 ク家 兎輝脈 内接種 二依 ツテ著明 ナ病原

性 ヲ示 シタ11菌 株 中、5株 ヲ トリ戸田氏皮 内四

肢法、植 田氏家兎墨丸法 、Bertrand,Babletet

第 一節

a),供 試 菌株11菌 株 中都合ニ ヨリ次 ノ5菌 株即

チ荒木、仲居、河 村、小西、門尾、 テ供試 シタ｡

何 レモPetragnani培 地 第2代:(但 シ仲居株 ノ

ミノ、第3代)4週 間培養 テ用 ヒタ｡

b),各 種 鑑別接種法 ト其観察方 法

1,戸 田氏皮 内四肢法

接種 菌量 ノ、0.001mg(0｡1cc),一 頭 ノ家 兎 ノー

側 ノ前肢外測部 ト他 ノー頭 ノ他側 ノ後肢外側部

トニ接種 シタ｡約2月 二亙 り接種 局所 ノ費赤、

硬結、潰瘍、癩痕治 癒 ノ有無 ヲ観察 シ、又剖検

時 ノ局所淋 巴腺腫脹拉 二乾酪化等 ノ黙 ニ ツイテ

観察 シタ｡

2,植 田氏家兎睾 丸法

接種菌量ノ・0.001mg(0.5cc♪,適 度 ノ大 サ ト雨

側略 支同大 ノ塞 丸テ有 スル家 兎 ノ右側睾 丸實質
　

内二接種、2乃 至3月 二亙 り禮重檜減、1月 前

後 ノ接種側睾丸 ノ硬度、腫脹、癒著、移動性 ノ

有無、約2月 後 ノ剖瞼時雨側睾丸ノ大 サ、重量

Bloch氏 等 、購 内法、BoquetetBroca氏 等 ノ

胎膜下(後 頭下)法 テ實施 シ其鑑別診噺的贋値 デ

検討 シタ｡

供試菌株蛇 二各種鑑別接種法 二就 キテ

第 二 節

聡脈内接種法 二 於 テ 家 兎二梢 ≧著明 ナ漿化 ラ

起 シタ11菌 株中、5株 テ上記 ノ諸種鑑別法 ニ テ

検討 シタ成績 ハ第3表 二示 スガ如 クデアル｡謄

膜下法 デノ・Boquet氏 等 〉云 ヘル ガ如 ク1月 以

内ニテノ・5株 共 二鷹癖症状 テ呈 セズ、2月 ノ観

察期間 中全 ク陰性 二終 ツタ｡乍 併、購 内法 エテ

ハ河村、門尾株 ニテ各一頭宛1乃 至2月 ノ間二

比較、結節形成乃至乾酪化 ノ程度、局所淋巴腺

ノ腫脹、内臓 ノ肉眼的攣化テ観察 シタ｡

3,Bertrand,BabletetBloch氏 等 ノ磯内法

接種菌量ハYeemg(1んcc),接 種方法ノ・爾側眼

窩後縁テ結 プ線 ノ中央 ヨリ少 シ右方頭蓋部ラ穿

孔 シ、静 カニ畷實質内二注射 シタ｡接 種後毎 日

蓮動性及ビ知箆性廠庫殊二後肢蓮動廠癖 ノ出現

ト其経過 ヲ観察、発死セバ直チニ剖検、磯 ラ摘

出割面 ヲ入 レ謄膜充血、實質内結節形成等 ノ畷

膜磯炎 ノ有無、更二内臓二於ケル肉眼的攣化 ヲ

観察 シタ｡
ぢ も

4,BoquetetBroea氏 等 ノ畷摸下(後 頭 下)

法

接種菌量0.01mg〈0.5cc),接 種 方法 ノ・L.Martin

氏 法 二從 ヒ家 兎ヲ前屈 シ固定、後載域後頭關節

間 ヨ リ少量 ノ磯脊髄 液 ラ除去 セル後菌液 ラ注 入

ス｡拶 内法 ト同様、毎 日蓮動廠痺 ノ出現 ラ観察
、

2月 後剖検 二附 シ タ｡

實験 成績

喩癖症状ラ輕度二表 シタカ、其出現時期ノ・表中

ノ教字 ノ示 ス如 ぞ牛型菌 ト見ルニノ・極 メテ渥

イ｡皮 内法ニテモ河村、小西株ニテ接種島所ハ

2月 近 ク小豆大乃至大豆大膿瘍ラ形成 シタガ進

行性 デハナクシテ潰瘍化セズ艶死雛至ルマデ其

儘持緬 シタ｡是 亦牛型菌 ト認ムルニハ梢 支困難

デアラウ｡又 家兎睾丸法二於 テモ河村、門尾株
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二於 テ2月 近 ク睾 丸ハ多少硬 化 シタガ
、軟骨硬

ト云 フ程度 デハナ ク移動性 ハ保 タ レテヰ タカ ラ

之亦牛型菌 トハ云 ヒ難 イ.

第3表 静脈内接種法二依 リテ家兎二封ヅ著明ナル病原粍 ヲ示ス

人型結核菌 ノ各種鑑別法二於ケル態度

・＼ 接種法
険＼

菌橡 ＼＼…}… 一

荒 木

仲 居
● ■■一胴一一

河 村

{一_一

小 西

… 一_

門 尾

一{一 語

備 考

家
兎

1

2

冨

4

　5

確 内 睾 丸1鵬　 内 畔 膜下

午
66膿

6芋
59膿

㎜≒…

52硬

7

8

9

10

手
77膿

=F・-

63膿1
______[_

手
61硬

{E・ ≡纒 竪 ≡雛 堰

叢字ハ出現騨

±

67-110…

-i

一

一

次二 各菌株接種 家兎剖検所見 ヲ記 セバ次 ノ如

シo

.剖 検 所 兇

L荒 木株

皮内 家兎11週 後接種局所皮膚ニハ小痂皮 ヲ認

メル.剖 槍時局所淋巴腺腫脹 ヲ認メ難 シ.

家兎2同 上 ・

峯丸 家兎3接 種側睾丸ハ反ツテ縮少、柔軟35日

目弊死、健側 ノ約ηグく.

家兎465日 目弊死、右側睾丸1.39,睾 丸

實質ハ乾酪物質充満ス｡左 側睾丸109｡

脂 内 家兎5麻 癖陰性、21日 目弊死、鵬、内臓二

肉眼的結節形成 ヲ認メズ糠

家兎6麻 癖陰性、61日 目弊死、 鵬著愛 ナ

γe肺 二帽針頭大結節4個 認 ムe

臆膜下 家兎7麻 癖陰性、26日 目弊死b肺 充血著明

ナ〃 ノミ欝

家兎8麻 癖陰性、40日 目弊死｡肺 粟粒大結

節7偶.

2.仲 居株

± ・-

39→
_1__

(一)麻 癖陰性
(±)不 完全麻
癖

面 ～ 家兎・踊 局所磯 赦 結4日 デ撒 、59

日目整死、局所淋巴腺腫脹ス、

家兎2接 種局所 ハ小豆大硬結 ノミ、4Hデ

小痂皮、47日 目難死、局所淋巴腺、接種

`部 皮慮二肉眼的憂牝 ヲ認メズ.

睾 丸 家兎361日 目殺、右側睾丸ハ左側 ノ約2倍

大、移動性保持｡中 心部輕度乾酪化、淋

巴腺腫脹、肺 ノ・雨側共帽針頭大結節1乃
ジ

至2個 宛｡其 他 ノ内臓二結節認メズe

家兎461日 目殺、右側睾丸二病攣認メズ｡

肺 粟粒大結節多籔｡

磯内 家兎5麻 癖陰性、33日 目弊死、騰及朧膜二

病攣 ヲ認メズe肺 、疵状結節5個.

家兎6麻 癖陰性、48日 目艶死、肺帽針頭大

結節多轍｡

脂膜下 家兎7麻 癖陰牲、76日 目弊死、延髄後面膳

膜充血著明、肺其他 ノ内臓二肉眼的結節

ヲ認メズ｡

家兎8麻 癖陰性、61日 目弊死、 延髄後面

腰膜軽度充血、肺、粟粒大、米粒大結節・
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多数｡5個｡

3.河 村株 家兎4右 側睾丸僅二腫大、柔軟、0.589、左

皮内 家兎130日 目小豆大膿瘍、66日 目碗豆大膿 ・側睾丸0.69、 肺疵歌結節2個

瘍、其後進展セズ｡100日 目弊死、鼠瞑 脳内 家兎5麻 癖陰性、38日 目難死、鷹實質二結

部淋巴腺腫大｡節 形成認メフご.肺来粒 大結節7個｡

家兎259日 目小豆大膿瘍、64日 目弊死、局 ・ 家兎6麻 癖陰性、64日 目難死、鵬實質二結

所淋巴腺 ノ腫大 ヲ認メブ｡節 形成認メズ｡肺 充血 ノミ、

睾丸 家兎352日 目右 側 睾丸硬化、移動性保ク 謄膜下 家兎7接 種後2圓 ニテ雛死.

ル、84日 殺、右側睾丸1.39、 ・表面二黄白 家兎8麻 癖陰性、41日 目鰹死、菱形窩鷹臓

小結節密生ン中心部乾酪化、局所淋巴腺 充血弱度二表ル｡肺 涜状結節4個｡

腫大｡5.門 尾株

一家兎4右 側睾丸、局所淋巴腺二攣化 認メ 皮内 家兎1筍 所二硬結 ヲ認メズ、,淋巴腺腫大著

ズ｡シ カラズ｡

脇内 家兎567日 目雨側後肢ニ輕V麻fPt、110H家 兎2硬 結認メズ｡淋 巴腺腫 大 ヲ認 メ

目弊死磯實質二肉眼的結節ヲ認メズ、雨 ズ.

肺融合性結節一面二生ズe睾 丸 家兎361日 目殺、右側睾丸rCS:硬 、癒著認

家兎6麻 癖陰性、39日 目輕死、膿、内臓ニ メズ｡局 所淋巴腺腫大著 シカラズ｡

結節 ヲ認メズ｡1家 兎412日 目下痢死e

鵬膜下 家兎7麻 癖陰性、53日 目弊死、鵬、内臓二 謄内 家兎5麻 癖陰性、91日 目弊死、腰實質二結

・ 結節ヲ認メズ.節 認 メズ｡雨 肺帽針頭大結節3個｡

家 兎8廓 癖陰性、35日 目弊死、肺粟粒大結 案兎639日 目左前肢多少不全麻癖、134日

節7個 目弊死、鵬實質二肉眼的結節ナン｡肺 粟

4.小 西株 粒大結節3個｡

皮 内 家兎177H目 小豆大膿瘍、内容黄色、淋巴 謄膜下 家兎7麻 癖陰性、45日 目弊死、肺粟粒大、

腺腫大弱度｡● 来粒大結節合計8個｡

家兎263日 目小豆大膿瘍、淋巴腺腫大ヲ認 家兎8麻 癖陰性、111日 目騰實質二肉眼的一

メズ｡結 節ヲ認メズe肺帽針頭大乾酪結節4個｡

峯丸 家兎3左 右雨睾丸異常認メズ｡肺 粟粒結節

第 三 節 本 章 ノ小 括

購膜下法 デハ5菌 株即 チ荒木、紳 居、河村 、小 賜星イ病原性 ラ示 シ、剖検所 見上人 型 力牛型 力

西、門尾株共 二人型菌 ナル コ トハ確實 二判 明 ス ノ判断 ノ困難 ナ菌株 モ上記拶膜 下法、臓 内法、

ル｡爾 絵 ノ鑑別法 デハ僅 二紛 シイ症 歌 ヲ見 ル場 皮 内四肢法・睾丸法 二依 ツテノ・明 ラカニ人 型結

合 モナ イデノ・ナイガ、 先 ヅ人型菌 デ アル ゴ トノ・ 核菌 デアル コ トヲ知 リ得 ル｡

肯定 出束 ル｡即 チ家兎静脈 内接種法 二依 ツテ梢

第 四 章 弱 毒 牛 型 結 核 菌 ノ各 種 鑑 別 法 ニ於 ケ ル 態 度

静賑 内接種法 二依 ツテ判定困難 ナ人型 菌株 モ上 決定 二際 シテ是等 ノ鑑別法 ガ幾何 ノ償値 テ有 ス

記4種 ノ鑑 別法 二依 ル時 ハ夫等 ガ人型菌 デ ァル ル カヲ次 二検討 シ 対｡

コ トハ確 定出束 タガ、然 ラバ弱毒牛型菌 ノ菌型
海

第 一節 供 試菌株 蚊 二實 験方 法.

供試菌株a)弱 毒牛型菌株、余等 ノ保存 セルBir,號 株ヲ
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供試 シタ｡B日 號株 ハ 昭和14年 牛 ノ結核性 淋

巴腺 ヨ リ分離、培 養初 代ノ、aglycerinophil,dy｡

sgonischノ 嚢 育 ヲ示 シ、特有 ノ圓形、透 明、漁

潤 ナKolonieヲ 形 成 シ、初代 ヨ リ弱毒(皮 下接

種夫 デアツタ.是 ヲ3%Glycerint加Petragna

ni培 地 二十鹸代縫代培養 ヲ重 ネ來 ヅ タモ ノデア

ヌレρ

第 二節

弱煮牛型菌Bl・.株 ノ静脈内接種 ノ結果 カラハ本

菌株 ヲ牛型菌 デアル ト断定スル事〉・困難 デア

ル｡即 チ肺臓 二生 ジタ結節ハ粟粒大乃至米粒大

ノモノ多撒 デアリ、且ツ疵獣結節力多 ク、寧ロ

前記強毒人型菌 ノ静脈 内接種所見ヨリモ病攣輕

度 ナルテ思ハシメタ｡皮 内法ニテ八 頭 二膿瘍

形成ラ認 メ、僅 カニ毒力強キカト思バ レルガ是

ハ家兎 ノ個禮差 ニヨル モ ノデァルカモ知 レナ

イ｡睾 丸法ニテノ・全 ク人型菌程度 ノ毒力 テ示 シ

タ｡即 チ皮内四肢法及 ビ睾丸法ニテハB1、號株

b)封 照菌株

余等保存 ノ中等度毒力 ノ人型菌FrankfUrt株

及ビ牛型菌牛 リ株 テ封照 トシテ供試 シタ｡

實瞼方法

接種方法ハ第三章ニテ述ペタル ト同ジ、爾其外、

静脈内接種 ヲモ併行 シテ實施 シタ.

實 瞼 成 績

ノ・強毒人型 菌 ト紛 ハ シク鑑別 困難 デアル.然 ル

ニ拶 内法 ニ テ ノ・完全麻i癖ノ・1頭 ハ39日 目二出

現、42日 目二発死、他 ノ・・-utfハ47日 目二麻痺 出

現 シ、3月 後 爾生 存 シテヰ タ、5ζ脳膜 下接種注

ニテモ夫 々27日 、29日 目 二完全庶癖 ガ表 レタ｡

從 ツテ静脈 内法、皮 内法、睾丸法 ニテ判定困難

ナルBコ5號 株 モ磯 内法、磯膜 下法 ニテ牛型菌ナ

ル コ トガ確定 シタ.封 照F株 、 牛 ユ株 ニ ツイ

テモ磯 内法、購膜下法、殊 二後者 ガ優 レタ成績

ヲ與 ヘ テヰル｡(第4表)、

第4表 艀毒牛型結核菌 ノ各種鑑別法二於ケル態度

ー

膿
膜
下

55十↓27

む2

27十↓23

23十↓21

去3
一

妃十↓9
一芋

櫨3

54十↓

ヨ

3
」

…

滋

一一

22±↓吻+脇
臨

冊

23十↓紐+施

23±↓21

嬬ト

ト

ト

一一ー
「

ー
」

一
.

ー

i十

膿

内
!

睾

丸

…
…ー

皮

内,:、…

}種
…

～

～

一
!

ー

!

　

慧

…}

釜

ー

ー

-

i

l

}
峯

嘉
1

惜

竸
顕一+

ーー…嘩…

窪淋腎脾肝
[

ー肺

十ーー十

十

…

甘

柵

柵

十

一

t

一

接内蓋脈静
}

ー

…

;菌

…

;

i
-

1豊}

十

一

十

十

一

二

二
+

一き
十……

25

弊5

研　一

葬

ー
鉦ー

期
間観察

「

蒙
兎

…

ー
ー株

レー

ー什ー1弱

『

一
擁
、51整59

殺;…Lーーー2

一

ー
孝
…

ー
ー

…跣

…

…牛
型
菌毒

口…
……

ー赫51殺

ー‡
紅3

ー
ー…

牛
1

十ー」

…骨…………

51

殺

…

ー…

…

4

一

十

…

…

ー33

難…ー蒙6

…

…

…

ク

フ

ル

㍗フラン

肇

封

照6
ー

ー

(註)｡皮 内四肢法:(午)膿 瘍(十)潰 瘍(一)硬 結以下｡睾 丸法:(十)硬 愛(一)硬 化 セズ

鵬内法及腰膜下法:(十)完 全麻癖(±)不 完全廓癖｡撒 字ハ該病状出現日ヲ示ス.
　

次 二皮 内法 、睾 丸法、脳 内法 及 ビ磯膜 下法 ニテ

B,、 號 株、牛1株 及 ビF株 接種家 兎剖検所見

ヲ記 セバ次 ノ如 シ｡

剖 検 所 見

1.B,,號 株

皮内 家兎141日 目弊死、盤重495瓦 減、局所ノ・

小豆大膿瘍、局所淋巴腺腫大、肺臓其他

二結節形成ナシ｡

家兎227日 目弊死、髄重660瓦 減、急性腹

膜炎及左胸部皮下膿瘍形成、内臓二結該

性髪化 ヲ認メズ｡

畢丸 家兎363日 目殺、右側睾丸1.59、 硬度軟、

淡黄小結節多敬、充血著明、左側睾丸、'

1.2g、 肺散在性小豆大乾酪結節、局所淋



第5號 】 植田｡白石昌家兎接種二依ル入型、牛型結核菌鑑別法 ノ検討 263

巴腺腫脹、其他内臓著髪ナシ.

家 兎445H目 弊死、右側睾丸1｡59、 硬度

軟、小結節 少数、 左側1｡29、 肺、結節

形成認メズ｡

臆内 家兎539日 目雨側後肢完全麻癖、元氣ナク

42日 目弊死、鵬割面子テ内嚢、尾状核二

亙ル黄白乾酪結節、接種部軟磯膜充血潤

濁ス｡肺 、米粒大結節2個 、其他内臓二

饗化認メズ｡

家兎647日 目雨側後肢完全麻癖、54日 目弊

死、謄内嚢附近二黄色結節.肺 二疵状結

箭4個｡其 他 ノ内臓二異常 ヲ認メズ｡

踏膜下 家兎727日 目雨側後肢完全麻癖、55日 目弊

死、接種部騰膜充血 ノ㍉ 肺二疵状及粟

粒結節各1個 宛、其他二肉眼的攣化認メ

ズ｡

家 兎829日 目雨側後肢完全廓癖、58日 目弊

死、接種部鵬膜充血、肺ハ疵状結節3個e

2.牛1株

皮内 家兎138日 目小膿瘍、66日 目弊死、局所淋

巴腺腫大i著シヵラズ｡

家兎248日 目接種部中央小潰瘍、翌日痂皮

形成、淋巴腺腫大.

睾丸 家兎335日 目右側睾丸腫脹、軟骨様硬化、

癒著、40日 目弊死、右側睾丸2.359、 黄

白次粟粒大結節充満、左側睾丸0.759、 肺

ハ粟粒結節多鍛｡

家兎4'31日 目右側睾丸腫脹、軟骨様硬、癒

著、57日 目弊死、右側睾丸2809、 左側睾

丸0.99、 肺 ハ粟粒結節5個｡

磯 内 家兎517日 目雨側後肢麻癖輕度、22日 目驚

死、大鵬右牛球鵬膜充血ミノ小結節販個認

ム｡覗 床、内嚢附近圓形弧立性結節、肺二

第 三 章

弱毒牛型菌8コ5株 ノ静賑 内接種 工依 ヅテハBl,s

株 ハ牛型菌 ト断定 スル コトハ困難 デアル｡皮 内

法 及 ビ睾丸法 ニ ヨツテモ爾多少 ノ園難 ラ伶 フ｡

帽針頭大結節2個｡

家兎621日 目雨側後肢完全麻癖、23日 目馳

死、鷹充血輕度、内嚢部小豆大孤立性結

節、肺ハ帽針頭大結節1個e

胞膜下 家兎723日 目雨側後肢完全麻癖、27日 目雛

死、接種部鵬膜充血、肺 ハ粟粒結節4個.

宋兎821日 目雨側後肢完全麻癖、23日 目驚

死

3.F株

皮 内 家兎310日 目弊死、記スベキ病愛ナy.

家兎22月 二亙ル接種局所 ノ小硬結 ノミ、

局所淋巴腺腫大認メズ、肺As粟 粒結節5

5個c

睾丸 家兎134日 目右睾丸腫大セルモ軟、2.959

貼状結節密生、左側睾丸1・89、肺 ハ粟粒、

米粒大結節多藪｡

家兎43昼 後倫生存、左右睾丸同大ニテ腫

大 ヲ認メズ｡

磯内 家兎521日 目輕度 ノ麻癖ヲ雨後肢二認 ム｡

23日 目雛死、 鵬内嚢ニ 淡黄小結節孤在

スo

家兎62月 後生存、四肢共ニ運動麻癖陰性｡

腸膜下 家兎72月 後生存、麻癖表 レズ.

家兎832日 目雨後肢完全麻癖、接種部軟謄

膜充血、肺其 ノ他二結節ヲ認 メズ｡腰 脊

髄液ヨ・,結核菌培養陽性｡

F株 ノ磯 内、菌膜 下法 二於 テ家兎5,6ノ 如

ク人型菌 デ早期 二庶癖 ヲ示 スコ トアルハBer-

trand,Boquet氏 等 モ指摘 シテヰル ノデァツテ

家 兎 ノ個禮差 ノ ミテ以 テ シテノ・謹 明 シ難 イ様 デ

アル｡從 ツテ購 内、鵬膜 下法 モ亦必 ズ シモ完全

ナル鑑別法 トハ云 ヒ難 イノデ アツテ稀 二例 外的

二上記 ノ姐 キ場合 ガ起 リ得 ル
｡

小 括
ヤ

然 ル晶畷膜 下法及 ビ謄 内法 二依 ツテ甫 メテ牛型

菌 ナ ルコ トガ判 明 スル.又 封照 デ アル人型、牛

型菌株 二封 シテモ雨法 ガ優 レテ ヰル｡

第五章 総括 虹 二考按

以上述べ タ如ク著者等ハ103株 ノ分離菌株二就 ラ菌型 テ決定セントシ、先ヅ家兎静脈内接種認

テ主 トシテ其家兎二封 スル病原牲 ト云フ立場 力 依ツテ51株 中ヨリ11株 ノ強毒人型菌ヲ選出 シ
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タ｡斯 ル 強 毒 人 型 菌 ノ 存 在 ハ 傷 二 古 クOrth,

Westenhofer,J｡Fibigeru.Jen$en,Eber,英

國Roya1CommissionofTuberculosis(1911

FinalReport,),O.Malm等 ニ ヨ リ報 ゼ ラ レ

タ ル所 デ ア リ、 更 二 最 近J.W.Blacklockモ

同 檬 報;午 シ テ ヰ ル｡一 部 ノ人 々 即 チBehringu.

R6mer,Rabinowitsch,Beitzke,Fibigeru｡

Jensen等 ノ・之 テ 中 間 型 ト シ テ ー一括 セ ン ト シ タ

ガ 爾 未 ク確 定 シ ナ イ｡然 シ細 菌 ト難 モ ー 生 物 デ

ァ リ、 外 界 二封 ス ル適 慮 能 力 テ有 ス ル 限 リ宿 圭

ト云 フ環 境 二馴 致 シ テ 個 膿 漿 異 テ呈 ス ル ノノ・當

然 デ ア リ、 毒 力 ニ モ種 々 懸 隔 ヲ生 ズ ベ ク、 斯 ク

テ 世 代 ヲ 重 ネ ル ニ ツ レ テ此 懸 隔 ガ ー 定 度 ラ越 エ

テ他 型 ト ノ鑑 別 二 支 障 ヲ來 ス ニ 至 ル モ ノ ト考 ヘ

フ レ ルレ

ソ コデ余等 ハ斯 カル強毒人 型菌 ト弱毒 牛型菌 ト 獅

ヲ供試 シ、其 ノ鋭敏度 ト観察 日撒 ノ長短 、手技

上 ノ難 易等 ノ諸黙 テ合 セ考慮 シテ戸田氏皮 内四

肢法、植 田氏家 兎睾丸法、Bettrand,Babletet

Bloch氏 等 ノ膿 内法、BoquetetBroca氏 等 ノ

磯 膜下法 ヂ比較検討 シタ結果、張毒人型 菌及 ビ

弱 毒牛型菌 二於 テハ謄膜下法 テ除 イタ他 ノ三方

法 ニノ・何 レモ多少紛 シイ結果 ヲ與 ヘ ル場合 力認

メ ラレル｡此 ノ事 ハ 既 二戸 田氏法 二 就 テ 埣崎

第 六 章

余等 ハ人結核 材料 ヨリ103株 ノ人型菌 ヲ分離、

其 ノ中51株a家 兎艀脈 内二 接種 シ、 其中牛型

菌 ト判別 困難 ナル11菌 株 ノ強毒人型 菌株 ノ存

スルテ知 ツタ｡上 記 ノ如 キ強毒 人型菌5株 ト同

時二1棟 ノ弱毒 牛型菌 トヲ供試 シテ戸田氏皮 内

四肢法、植 田氏家 兎睾 丸法、Bertrand,Bablet

etBloch等 ノ謄 内法、BoquetetBroca等 ノ

畷膜 下法 ノ菌型鑑 別診 断上 ノ憤値 ヲ比較 検討 シ

タ.即 チ家兎接種 ニ ヨリ人 型、牛型 ノ菌型 ヲ鑑

別 セ ントスルニハ通常使用 セ ラレル α瀞 脈内接

種 法 二依 ツテハ人 型結核 菌 ニ シテ而 モ牛型結核

菌 ト紛 シイ病攣 テ惹起 スル菌株 ガ間 々存 在 スル

カ ラ充分愼重 ナ注 意 ガ必要 デ アル｡(2)皮 内法、

睾 丸法 ハ手技 容易 デ ァツテ、而 モ静脈 内接種法

ωガ追試 シテ報 ジテ居 ル シ
、又Bersrandモ 自

己 ノ鑑 別法 二 就 テ 止ヒノ事 ヲ指摘 シテ ヰル｡畷

膜下法 ニモ多少疑 シイ鮎 ノ存 スル コ トハBoqu-

etモ 述 バ テヰル ガ故 ニ、嚴密 ナ意 味 カ ラノ・縄封

完全 ナル鑑別法 ハ余等 ノ實験結果 カ ラノ・求 メラ

レナ イケ レ ドモ、先 ヅ優秀確實 ナ ル方 法 トシテ

ノ・Boquet等 ノ畷膜 下法 ノ・推奨 サ レテgeヨ イ方

法 デアル ト思 フ｡本 法 ノ優秀性 ハ先年佛國 二於

テ 人結核 症 ノ牛型菌感染 ノ検 索 二於 テH.R..

RocheretR.Laporte(15)(1938),A.Sacnz(覇

(1938),Ch.GernezetP.Crampon(埆(1939),

K.MeyeretM.F｡Roederer{is1(1940>ニ ヨ

リ確 メラ レタ｡麟 膜 下法 二次 グモ ノ トシテBer--

trand等 ノ購 内法 ガ優 レテヰル｡然 シ磯膜下法

購 内法 ノ・敦 レモ手技上 ノ困難 ヲ件 ヒ且稀 ニノ・人

型菌 ノ接種 二際 シ牛型 菌 ト紛 ハ シイ症歌 ヲ登 ス

ル歓 黙 ガアル｡皮 内法、睾 丸法 ノ・手技 上容 易デ

ア リ而 モ上記 ノ方法 二比肩 スベ キモ ノト考 ヘル

ガ遺憾 乍 ラ本實験 二供試 シタル如 キ特 別 ナ弱・毒

牛型菌 ノ判定 ニノ・幾分 ノ困難 ヲ俘 フヤウデア、

ル｡勿 論余等 ノ供試 セル弱毒牛型菌株 ハ唯一株

二過 ギザルガ故 二是 二嫁 ツテ断定 テ下 ス澤 デハ

ナ イガ、余等 ノ實験範園 カラ次 ノ如 キ結論 ヲ下,

シ得 ル ト思 フ｡

結 論'

ノ足 ラザ ルヲ補 ヒ得 ル｡但 シ特別弱毒姓牛型蔚 、

二封 シテノ・是等 ノ方 法ノ・梢 ≧不備 デ アルb(3)"

謄 内法、謄膜 下法 ノ・優 秀 ナ方 法 デ アツテ弱毒性

牛型菌 モ良 ク反慮 スルガ、 乍遺憾 稀 二人型菌 二

封 シ藤テ牛型 菌 ト紛 シ仮 慮 テ示 スコ トガ アル.

即 チ艀脈 内接種法 ノ不備 ナル コ トハ今更 多言 テ

要 シナイガ、其他 ノ改良法 ニモ爾僅 ヵ二不備 ノ

黙 カアルカ ラ、實 地ニハ相互 二鋏 クル トコロヲ

補 フ様是等 ノ改良法 テ適常 二併 用 セバ萬全 ラ期

シ得 ル.
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